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番の建物というふうな、公共施設の庁内検討委

員会でも、全ての課の持っている建物を優先し

ようというふうな議論の検討がありました。そ

の中でも、今回は新たに加わった状況を含めま

して、案をまとめるに至っておりませんが、状

況をまとめておりまして、あしたもまた庁内検

討委員会を開催する予定でおります。その内容

については、ぜひ議会の皆様のお時間いただい

て、本定例会の最終日の全員協議会でその現在

の検討状況についてご説明させていただきたい

というふうに思います。 

○蒲生光男委員長 ５番、平 進介委員。 

○５番 平 進介委員 ありがとうございます。 

 最終日、25日にこれまでのところについて報

告をいただけるというふうなことですので、そ

れを見せていただきながら、また議会としても

考えていくべきだというふうに思います。 

 大変ありがとうございました。以上で総括質

疑を終了いたします。どうもありがとうござい

ました。 

○蒲生光男委員長 以上で通告による総括質疑は

終わりました。 

 これから各会計予算の細部審査に入ります。 

 なお、質疑に当たっては、答弁者並びにペー

ジ数をお示しの上、お願いいたします。 

 なお、細部審査につきましては、課長が答弁

するということにしておりますので、款項目以

外のことについて質問をお願いいたします。 

 

 

 議案第１号 平成２８年度長井市一 

 般会計予算についての質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 それでは、議案第１号 平成

28年度長井市一般会計予算の１件について、歳

入から順次質疑を行います。 

 まず、１款市税から12款使用料及び手数料に

ついて質疑を行います。 

 一般会計予算事項別明細書では11ページから

19ページまでであります。ご質疑ございません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 次に、13款国庫支出金から20款市債について

質疑を行います。 

 19ページから33ページまでであります。ご質

疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 次に、歳出の審査に入ります。 

 まず、１款議会費、２款総務費について質疑

を行います。 

 34ページから56ページまでであります。ご質

疑ございませんか。 

 ５番、平 進介委員。 

○５番 平 進介委員 45ページであります。

035の魅力ある地域づくり推進事業についてお

聞きをしたいのですが、委員長にお願いを申し

上げたいんですが、さきの一般質問における市

長の答弁の確認をこの部分でさせていただきた

いというふうなことで、発言を許可いただきた

いというふうに思いますが。 

○蒲生光男委員長 発言を許可します。 

○５番 平 進介委員 この地域づくり計画策定

支援補助金であります。これにつきましては、

さきの一般質問における金子豊美議員の質問に

対して、市長からは新しい道路や施設をつくる

計画は必要ないというふうな、地域計画づくり

今やってるわけですが、特に中央地区の部分に

ついてそういうふうな答弁があったように記憶

しております。ただ、やっぱり各地区の今後の

地域づくりを考えるに当たっては、道路は別と

しても、施設整備を含めた計画も現実的に出て
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くる場合もあるのではないかというふうに思い

ますので、その辺の市長の見解をお伺いしたい

というふうに思います。 

○蒲生光男委員長 これは例外的にですのでね。 

○５番 平 進介委員 はい。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 平委員からありましたように、一般質問の際

は、ハードの整備については、地域づくり計画

としてそこを上げるというのは趣旨ではない旨

の答弁をさせていただいたんですが、地域によ

っては、ぜひ自分たちが主体となって何かをつ

くりたいとか、例えば加工施設、６次産業化の

ものをつくりたいとか、あるいは例えば白兎で

やったように葉山自然公園を自分たちの手でつ

くると、それに対して行政が、市が支援をして

ほしいというようなことについてはよろしいか

と思います。一方で、市が整備するものという

ことについては、地域で話し合ってそれを上げ

るというよりは、その部分は市と協議しながら、

合意を得た上でそういったハード整備について

は上げていただければなというふうに考えてい

るところでございます。 

○蒲生光男委員長 ５番、平 進介委員。 

○５番 平 進介委員 ありがとうございます。 

 今、平野地区につきましてはもう既にでき上

がったわけで、西根地区でもこの３月までに計

画を立ち上げようというふうなことで、その概

要について少し見させてもらったところ、例え

ば、その素案の中では西山山麓総合運動公園と

か、スカイパークとか、食品加工施設とか、そ

ういったところの少し夢みたいなところも、当

然地域づくりの中ですからあるというふうに思

うんですが、そうしたところも含めて、地域で

つくって、それに対して最終的に行政との調整

等も必要かというふうに思いますが、そうした

ものも当然入ってきて、しようがないじゃない

ですけども、ありなのかなというふうに思いま

すので、その辺のところについて、再度市長の

ご見解をお聞きいたします。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 平委員が今おっしゃったような

計画については、地元も密接に関係するわけで

すし、多分行政のほうでもお手伝いしなきゃい

けない部分だと思いますけれども、計画として

上げて、ただ、実践する際に、やはり市のほう

と協議するということでよろしいんではないか

なというふうに思います。 

 なお、以前、文化会館を西根に建てたらどう

だというようなご意見などありましたけども、

そういったものの部分はやっぱりちょっと難し

いのかなと。ですから、地域で考えてるものな

どについて、市全体の施設ということじゃなく

て、そういうことで捉えさせていただければと

いうふうに思います。 

○蒲生光男委員長 なお、質問さまざまあると思

いますけども、一般質問、総括質疑、そのほか

に議会基本条例の中において文書質問というこ

ともできるようになっておりますから、そうい

った手法をさまざま駆使していただいて、疑義

の生ずる事項については解明をしていただくよ

うにお願いをしたいと思います。ここは細部質

問ですので、細部についてお願いいたします。 

 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 43ページ、総務費、総

務管理費、企画の部分で010レインボープラン

推進事業で487万5,000円が計上されております、

これは地域づくり推進課なのかな。長井の地域

づくりの柱ということで、レインボープランと

いうか、循環のまちづくりを推進するために協

議会も20年来行政と一緒になって進めてきて、

これからもその理念にのっとって地域づくりを

するということの中で、ことし久しぶりにと言

ってはちょっと語弊があるんだけんども、予算

がアップされたということであります。 

 これについては、シーリングで減った分が、
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もとの、かつての500万円までは戻らなかった

けんども、10万円ほどアップされたということ

でありますので、一般質問のときにちょっと触

れたんでしたが、具体的に回答を得られなかっ

たので、何を重点にそのアップ分というか、し

ていくのか。例えば、人件費が足りないよとい

うふうなことなのか、新しい協議会の事業とし

てさまざまな手だてをするためにというふうな

ことなのか、いろいろ考えられるなというふう

に思うんだけんども、特に長井のブランド化を

したいとか、いろいろな部署で取りかかってる

ことを協議会としては何をメーンにこの事業を

展開するつもりで予算計上というか、値上げの

部分だけども、特には、予定されてるのかお聞

きをします。 

○蒲生光男委員長 谷澤秀一地域づくり推進課長。 

○谷澤秀一地域づくり推進課長 レインボープラ

ンの推進事業補助金についてですが、今現在、

協議会のほうには３つの項目でその事業をやっ

ていただいてます。レインボープランの認証推

進事業、あとレインボープランの普及啓発推進

事業、レインボープランの交流推進事業という

ことで行っていただいてまして、５％の補助金

のシーリングがありまして、500万円から475万

円に下げておりました。それをこのたび2.5％

上乗せできたということで、12万5,000円ふえ

ております。 

 どこに力を入れてというご質問ですが、これ

先ほど申し上げた３つの事業で既に500万円は

超えておるような実績報告頂戴しておりまして、

その３つ全体をカバーするような格好で行って

いただくということで考えておるものです。シ

ーリングを戻してきてるということでご理解い

ただければと思います。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 今の回答で、事業費が

もう500万円を実際は超えてたんだというふう

なことだとすれば、それを補うべく、いわゆる

収益事業、例えばですが、交流にござった人の

案内とか研修をしたりとかというふうなことと

かで補ってきたというふうなことなのかなあと

いうふうに、いわゆる収支のところで思うんだ

けんども、協議会から何ぼでも助成をお願いさ

れて、このぐらいは今回アップを見直しをした

んだということは少しわかるような気するんだ

けども、やっぱりこれは事業の中でいろいろ結

びつくような事業なり、きっぱっと人件費がも

う足りないんだと、こういうことをするための

人員が足りないんだとか。 

 あともう１点はよ、私どうも腑に落ちねえで

いたんだけんども、かつて協議会を窓口にして

軽トラックで宅配というか、何ていうんだっけ

か、移動販売をして、せっかくまちなかばかり

でねくて、いろんな施設を訪問したりしながら、

レインボープランとプラス菜なポートの商品も

含めて訪問しながらやってた事業が、いつの間

にか、これは体制が変わったといえばそれまで

だけども、置賜地域地場産業振興センターなり

菜なポートの考え方で消えうせたというふうな

ことであります。時あたかもまちなかの大型ス

ーパーが撤退をした今、市民の要望もよ、業者

さんがやってる移動販売もあるんだけんども、

大分行政のてこ入れであるかつてのレインボー

プランがやってだったあれは、移動販売はどう

なったんだべなという声あるんですが、その辺

については議論もしながらことしの予算処置を

なされたのかどうかお聞きしたいんですが。 

○蒲生光男委員長 谷澤秀一地域づくり推進課長。 

○谷澤秀一地域づくり推進課長 ただいまの移動

販売の件については、関係する農林課と、あと

推進協議会と一緒に話し合いを進めながら、職

と農の総合センター、そういったところも関係

しながら話を進めていかなければならないとい

うふうに思っておるところであります。 

○蒲生光男委員長 細部３回できますよ、１項目、

はい。 
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 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 ぜひというか、この予

算でできるものなのかどうかは、それは大変疑

問だと思うけんども、せっかく新しいその……。 

（「違います」と呼ぶ者あり） 

○１１番 小関秀一委員 えっ、いれがっし、え

えっ。 

（「アップするって何を」と呼ぶ者あり） 

○１１番 小関秀一委員 その予算をアップした

ことによって市民がよ、どういうふうなそのお

かげをこうむるのかも含めて事業展開をしてい

かねえと、レインボープランさ期待をする部分

が大きいほどに見えないのかなと。あと、せっ

かく移動販売の車買ったんべ、あったよねとい

う話について説明がないと非常に疑問だなって

私は思ってるんですが、その辺、最後に課長か

ら説明をいただきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 谷澤秀一地域づくり推進課長。 

○谷澤秀一地域づくり推進課長 先ほど申し上げ

ました移動販売については、虹の駅のほうで行

っておりまして、そのことについては緊急雇用

が入った事業でありましたので、そこで終わっ

たというふうなことでございます。 

○蒲生光男委員長 ほかにございませんか。 

 ほかに質疑もないので、質疑を終結いたしま

す。 

 次に、３款民生費、４款衛生費について質疑

を行います。 

 56ページから75ページまでであります。ご質

疑ございませんか。 

 １番、宇津木正紀委員。 

○１番 宇津木正紀委員 子育て推進課長に伺い

ます。 

 65ページの045子どものための教育・保育給

付事業でありますが、長井市には待機児童がい

るかどうか、お答えお願いします。 

○蒲生光男委員長 松木 満子育て推進課長。 

○松木 満子育て推進課長 現在もおりませんし、

あとこの春、４月１日の入園の希望のお子様に

ついても待機は発生しない予定でございます。 

○蒲生光男委員長 １番、宇津木正紀委員。 

○１番 宇津木正紀委員 現在は待機児童がゼロ

だと、４月１日時点でもゼロだということがわ

かりました。 

 最近ブログで、保育園落ちた、日本死ねとい

うことで、何なんだよ日本、一億総括役社会じ

ゃねえのかよというふうなことで反響を呼びま

して、２万8,000人の方が厚労省に署名を提出

したとか、大きな話題になってます。 

 長井市では、今のところは待機児童いないん

ですが、問題はゼロ歳児だと思うんですが、ゼ

ロ歳児の子供がこれからお母さんが活躍したい

ということで保育をお願いした場合、どのくら

いゼロ歳児は余裕があるのか、子育て推進課長、

お願いします。 

○蒲生光男委員長 松木 満子育て推進課長。 

○松木 満子育て推進課長 現在のところ、ゼロ

歳児を受け入れていただける保育所については

17名ほどの空きが現在ございます。 

○蒲生光男委員長 １番、宇津木正紀委員。 

○１番 宇津木正紀委員 わかりました。17人と

いうと相当安心できる数字なのかなというふう

に思ってます。ぜひお母さん方に活躍していた

だきたいと思います。 

 最後ですが、１歳から５歳のほうはどうなん

でしょうか。これから転勤とかで転入される方

が長井市で空きがなくて待機児童になる可能性

があると思いますが、そちらのほうはどうなん

でしょうか。 

○蒲生光男委員長 松木 満子育て推進課長。 

○松木 満子育て推進課長 来年度、28年度の４

月１日からのところで申し上げますと、１歳児

以降、10人以上の枠はございます。一番のとこ

ろはゼロ歳児のところ、育休が終わって上がっ

てこられる方が９月以降出ていらっしゃるのが

例年ということで、ことしもそういう方につい
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ては、希望のあった保育園ではなくて、空きの

あるところにお願いをしたりして調整をして、

ことしも待機はない状態で27年度も終われるよ

うな形でございましたので、来年度もこの枠、

今のところはございますが、宇津木委員おっし

ゃったように、今ほかのまちからの転入でいら

っしゃったりとか、そのような方についても、

そういうほかの保育施設等との調整をしながら、

待機のないように取り組んでまいりたいという

ふうに思います。 

○蒲生光男委員長 ほかにご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 ほかに質疑もないので、質疑

を終結いたします。 

 次に、５款労働費、６款農林水産業費につい

て質疑を行います。 

 75ページから86ページまでであります。ご質

疑ございませんか。 

 １番、宇津木正紀委員。 

○１番 宇津木正紀委員 農林課長に伺います。 

 78ページの015の農産物等ブランド化推進事

業の中で、農産物等ブランド化推進事業費補助

金55万円について伺います。これはどこに補助

金を出しているものでしょうか。 

○蒲生光男委員長 遠藤敏広農林課長。 

○遠藤敏広農林課長 お答えいたします。 

 こちらにつきましては、菜なポートを通して

販売されたものや学校給食用に販売されたもの

で、レインボープランの認証を受けたもの等に

５％の補助金を個人に交付してるものでござい

ます。 

○蒲生光男委員長 １番、宇津木正紀委員。 

○１番 宇津木正紀委員 菜なポートは、最初開

設したときは４つのグループがありました。こ

のレインボープランの虹の駅のグループ、愛菜

館のグループ、そして伊佐沢の直売所のグルー

プ、そして４つ目が置賜地域地場産業振興セン

ターのほうに直接申し込んでるグループという

ことで４グループありました。３グループにつ

いては、５％だったか確かでないんですが、補

助金があったんです、置賜地域地場産業振興セ

ンターのグループだけなかったと。それが、し

ばらくして２つの施設の分がなくなって、この

菜なポートの部分ではレインボープランの認証

野菜の分だけが残ったと。公平なのかという、

学校給食に出すのは私は問題ないと思うんです

が、同じように有機栽培をしてる方がレインボ

ープランの堆肥使っているものに対してだけ

５％の補助が出ると、ほかのものは出ないと、

それも認証シールも市でつくってあげていると

いうことで。レインボープラン推進することを

私は妨げてるわけでないんですが、妨げる気は

全くないんですが、公平かというと、ほかに菜

なポートに出してる方、無農薬栽培とか有機栽

培とかやってる方もいらっしゃるわけですよ。

市が推奨してるからって、同じ店舗で片方に出

して片方に出さないというのは公正なのかとい

う部分、ほかの生産者に、販売者に公平に市は

扱ってるのかという疑念があります。その辺、

農林課長としてどう考えてるかお伺いします。 

○蒲生光男委員長 遠藤敏広農林課長。 

○遠藤敏広農林課長 お答えいたします。 

 レインボープランにつきましては、長井市の

施策としてずっと取り組んできてるものでござ

いますので、それに力を入れるという意味合い

で、菜なポートを通して販売された認証農産物

等に５％の補助をつけているというふうなこと

で理解しておりますので、ほかの有機作物等の

販売に５％を補助してないのは不平等ではない

かというふうなお話でございますが、そういう

比べ方をしているんではなくて、レインボープ

ランについて特別な施策として、補助金として

交付してるというふうに理解してるものでござ

います。以上です。 

○蒲生光男委員長 １番、宇津木正紀委員。 

○１番 宇津木正紀委員 農林課ではそういうふ
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うな答えになると思うんですが、一つの店舗を

使ってやることがいいのだろうかという私の素

朴な疑問です。これまでやってきてるというこ

とでありますが、今度、観光交流センターに場

所が変わるわけです。そのときに、ぜひ検討し

ていただきたいということで、３つ目の質問で

すので、最後になりますが、生産者が気持ちよ

く店頭に並べるような仕組みをつくっていって

いただきたいなということでありますので、そ

の辺検討いただきたいということであります。 

○蒲生光男委員長 遠藤敏広農林課長。 

○遠藤敏広農林課長 ５％補助に関しましての場

所の問題等でございますが、長井市内のほかの

店舗に例えば販売したものについても５％の補

助をするかどうかとかいうことに関しましては、

上司と相談させていただきまして検討させてい

ただきたいというふうに思いますので、よろし

くお願いしたいと思います。以上でございます。

（「市長、市長」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 いやいや、いやいやいや、も

し答弁に適正さを欠く部分があれば、内谷重治

市長。 

○内谷重治市長 農林課長の答弁に補足させてい

ただきたいと思います。 

 まず、各団体のいわゆる昔バックマージンと

いったのは、３年前に全てゼロにしております。

したがって、今は団体からの垣根というのは全

くないというのがまず第１点と、この55万円の

補助金というのは、菜なポートを通じて販売し

ていただいた方なんですが、それはレインボー

プランの認証制度だけじゃなくて、いわゆるレ

インボーの里からという後で有機とかさまざま

な、いわゆるある程度の特栽といいますか、特

別栽培している農家全てに該当するようにして

おりますので。したがいまして、通常の栽培で

行ってる方はなかなか難しいんですけれども、

レインボープランであったり、レインボーの里

からということでいろいろ工夫されてる方につ

いては５％後でバックするというような形にな

って、透明性は図られてるというふうに考えて

おります。 

 今後、観光交流センターでどうするかという

ことについては、今後も検討しなきゃいけない

と思いますが、基本的には何とかレインボープ

ランの認証制度あるいはレインボープランの考

え方で、有機、無農薬、低農薬の栽培を進めて

いきたいという考え方でございます。 

○蒲生光男委員長 ほかにご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 ほかに質疑もないので、質疑

を終結いたします。 

 次に、７款商工費、８款土木費について質疑

を行います。 

 86ページから101ページまでであります。ご

質疑ございませんか。 

 ５番、平 進介委員。 

○５番 平 進介委員 また、市長にお聞きをし

たいという、地方自治法にのっとって……。 

○蒲生光男委員長 ちょっとお待ちください。最

初からそういうのではなくて、課長に答弁を求

めるということにしてありますので、課長のほ

うで答えがどうしてもできないという場合は、

その上その上というふうに答弁者を振ってまい

りますので、そのようにお願いいたします。 

○５番 平 進介委員 せっかく出席要請をして

出ておられる方ですので、ぜひお聞きしたいと

いうふうに思ったんですが。 

 それでは、98ページの013都市計画マスター

プラン改定事業についてお聞きをしたいという

ふうに思います。 

 この都市計画マスタープランについては、平

成12年の３月に策定されて、来年度見直しとい

う内容になっているわけでありますが、西回り

幹線道路建設促進期成同盟会、致芳、平野、西

根の３つの地区住民の方が集まって同盟会を組

んでいるところであります。先月、平野地区公
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民館でその研修会が開催された折に、今後の活

動についていろいろと話し合われたんですが、

同盟会としても、どういうふうにしていくんだ

というふうな予定路線を明示していく必要があ

るんじゃないかというふうな話になったようで

あります。12年３月の策定のマスタープランに

も既に予定路線載ってるわけですが、新しい同

盟会としての予定路線を決めるときに、平県議

と内谷市長の部分のその考え方が少し違ってる

ところがあるというふうなことで、なかなか同

盟会としても予定路線を出しにくいというふう

な話がありましたので、ぜひ28年度の改定の際

にはそうしたところも統一していただいて、予

定路線を明示していただきたいというふうに思

いますが、どなたに質問すればよろしい……。

建設課長ですか、じゃあ、建設課長から。 

○蒲生光男委員長 青木邦博建設課長。 

○青木邦博建設課長 平成12年のマスタープラン

には、確かに平委員おっしゃるとおり、今度で

きる国道287号から平野、西根を回って白鷹に

抜けるルートが点線で示されておるのは事実で

ございます。ちょっと私から答えられるのはこ

こまででございます。以上です。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 補足させていただきたいと思い

ます。 

 ただいま建設課長からあったように、確かに

マスタープランのほうに、以前からのマスター

プランには計画路線というのを示してあるわけ

でございますが、長井市として重要事業の要望

として、ここ３年、４年前からでしょうか、県

に対しまして西回り幹線道路の要望をしておる

ところでございます。特に、平県議と一緒にお

願いしてるのは、まずは調査費をつけていただ

きたいというようなことで要望しておりますが、

残念ながらまだ実現に至ってないということで

ございます。 

 考え方が違うんではないかということですが、

県会議員として平県議は、あくまでも米沢から

長井じゃなくて、白鷹までの規格の高い道路を

つくるというような部分をもう一回確認されて、

したがいまして、今回白鷹町で荒砥橋が着工い

たしましたけれども、それは白鷹の鮎貝地区と

荒砥地区を結ぶ橋ということではなくて、あく

までも米沢－白鷹間の道路を結ぶに必要な橋と

いう設定をしたようでございますので、そこに

ついては考え方が違うというよりも、むしろ私

どものほうが現実的な県の考え方としては延長

路線が長過ぎると。例えば、西回り幹線道路の

起点をこの３月30日に開通いたします南バイパ

スのところから平野の西に回って、致芳に回っ

て、そして荒砥橋までつなぐといいますともう

20数キロになってしまうと、なかなか現実的に

は厳しいんじゃないかということから、非公式

ではございますが、西バイパスというような考

え方もあるんでないかというような県の考え方

もございまして。そんなことから多分、私のほ

うではあくまでも県のほうにお願いしてるのは

西回り幹線道路ということで、その先をどうの

こうのということは言っておりませんので、平

県議のほうはより幅といいますか、広い視野で

のご意見をおっしゃってると、私としてはあく

までも長井の区間だけということでの違いだと

思いますので、ご了承いただきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 ５番、平 進介委員。 

○５番 平 進介委員 ありがとうございます。 

 西に行って、そして国道287号線に落ちてく

るというところと、それから荒砥橋までずっと

西の山麓を行くというふうないろんな方法など

もあるというふうに思いますので、その辺も含

めて28年度はいろいろご検討いただければとい

うふうに思います。よろしくお願いいたします。 

○蒲生光男委員長 ほかにご質疑ございませんか。 

 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 93ページ、土木の道路

橋梁費の中の006道路除雪事業２億4,631万
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2,000円、これは通常の年の除雪費というふう

なことで予算化されてると思います。昨年度は

大雪で５億5,000万円ほどかかった年、またこ

としはかなり驚異的に雪がなくて、恐らくこの

間の説明だと１億四、五千万円ぐらいなのかな

というふうな報告もあったようですが、これは

自然のことでありますから、毎年雪の量によっ

て事業費の補正をしたりというふうなことで対

応するのは当然であります。ただ、地域の実情

を見ますと、雪降んねくてよかったなという方

もいるし、これを冬期間の仕事というふうなこ

とで業務委託を受けながらしておる業者さんも

おるわけで、今年度のこういう状態だと何％の

進捗率なのかなというふうなことを思います。 

 というのは、こういう雪国のいわゆる一つの

産業というとちょっと語弊あるんだけんども、

雪の降る節の仕事として当てにしてるというか、

業者さんもだし、作業員もある程度見込みをし

てるというふうなことからいうと、この予算の

中で、例えば待機料等も含めて、ことしあたり

の状況だと予算の進捗率で何％ぐらい行くのか。

あと、例えば委託料でもよ、既に終わったもの、

当然雪降っても降んねくても必要なものはある

わけだけんども、例えば機械の借上料なんかは

出る出ないにかかわらずなのか、借り上げにつ

いてもある程度の出動がなくても予算は出さん

なねものかどうか、その辺、参事がいいのかな、

どっちに聞こうかな。建設課長から、じゃあ、

ご説明いただきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 青木邦博建設課長。 

○青木邦博建設課長 ご質問にお答えいたします。 

 まず、今年度のこれまでの除雪の執行率とい

うことですけれども、現在３月７日までの集計

分ということで１億3,655万7,000円でございま

す。予算書の93ページの006の中で、道路除雪

作業業務委託料というのと機械借上料というの

がございますけれども、この２つ足したものが

実際の除排雪の分母ということで２億153万円、

今年度も同様であります。執行率にしますと

66.7％でございます、現在のところ。 

 もう一つ、雪降る降らないにかかわらず、待

機料を出しているかというお話だと思いますけ

れども、原則として12月25日から２月いっぱい

までの分は待機料ということでお支払いしてい

ます。総額にいたしますと、約3,000万円ぐら

いでございます。以上でございます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 ことしの状況について

伺いました。 

 例えば、今、説明の中で、除雪作業の業務の

委託料と機械の借上料については、ことしもで

すが、例年、待機料も含めての契約をしている

ということでありますので、例えば何日か、こ

としも10日前後だと思いますが、出動もしたと

いうふうなことであります。 

 今の説明だと、２月25日から約２カ月間の部

分での待機については、この２項目について、

毎年業者さんとの契約の中でか、執行する予定

をしているというふうなことで確認をさせても

らっていいということですか。 

○蒲生光男委員長 青木邦博建設課長。 

○青木邦博建設課長 小関委員のおっしゃるとお

りでございます。以上です。 

○蒲生光男委員長 ほかにございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 ほかに質疑もないので、質疑

を終結いたします。 

 次に、９款消防費から13款予備費について質

疑を行います。101ページから126ページまでで

あります。ご質疑ございませんか。 

 ５番、平 進介委員。 

○５番 平 進介委員 103ページの001防災対策

事業でありますが、まず、消防団の資機材搬送

車整備、そしてポンプ庫整備の部分について、

平成27年度、28年度、整備をしていただけると

いうことで、大変ありがたいことだというふう
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なことで、お礼を申し上げたいというふうに思

います。恐らく手引きポンプ29台の軽トラック

か、そしてポンプ庫の整備については、山形県

内にない整備だというふうに思いますし、そう

いった面では、長井市民の安全・安心に大きく

寄与する機動力のある消防団になるということ

で、大変ありがたいことだというふうに高く評

価させていただきたいというふうに思います。 

 それで、この中で、水道事業の中で、消火栓

等も整備されているわけですが、その消火栓の

口径等、消火機能の部分で、やはり消防だけで

なく水道、それからそれの防災の所管の総務課

関係等についての情報共有の場など必要でない

かなというふうなことで、以前ちょっとお話し

させていただいたこともあったと思うのですが、

その部分について当初予算に反映されているの

か、それからその後の経過等について、総務課

長にお聞きをしたいというふうに思います。 

○蒲生光男委員長 齋藤環樹総務課長。 

○齋藤環樹総務課長 お答えいたします。 

 ただいまのあれは、消防水利の関係で、平成

27年の９月議会の平議員の一般質問で、消防水

利に係る総合的な考え方の整理とか方針とかと

いうご質問に対して、市長のほうで、まずそう

いった考え方の整理は必要だと、それから現状

の洗い出しと、必要に応じて協議の場というよ

うなご答弁を申し上げていると思いますけれど

も、現状のところでは、まず、個別ではあるん

ですけれども、現状の洗い出しというような段

階でございまして、引き続き９月議会の答弁に

沿った対応を必要に応じてさせていただきたい

とは思っておりますが、予算要求段階で、特に

28年度当初予算に計上するほどまだ固まったも

のがございませんでしたので、引き続き検討さ

せていただきたいと思っているところでござい

ます。 

○蒲生光男委員長 ５番、平 進介委員。 

○５番 平 進介委員 よろしくお願いいたしま

す。 

 続いて、土砂災害特別警戒区域に対する防災

ラジオの配布の部分についても、かなり前向き

に検討いただけるというような方向でちょっと

お聞きしていたんですが、その部分の平成28年

度、新年度の予算での対応はどのようになって

いるのか、総務課長にお聞きをいたします。 

○蒲生光男委員長 齋藤環樹総務課長。 

○齋藤環樹総務課長 お答えいたします。 

 防災ラジオの関係につきましては、12月の予

算特別委員会の総括質疑でご質問いただきまし

て、市長のほうからは、隣組長さんを想定した

1,400台、あるいは共同購入、あるいはまた少

なくとも土砂災害、特別警戒区域の30世帯程度

については無償配布について予算協議をしたい

旨の答弁を申し上げたと思います。 

 28年度の当初予算案につきましては、その答

弁の趣旨に沿った予算協議はさせていただいた

ところですが、予算全体の状況というところで、

残念ながら当初予算には計上はできませんとい

うところでございまして、可能であれば補正予

算で措置いただければ大変ありがたいとは思っ

ています。 

 土砂災害特別警戒区域の30区域内の30世帯程

度分、何とかしたいと思ったところなんですが、

この防災ラジオというのが受注生産ということ

で、最小の発注単位が200台以上だということ

がございまして、引き続き、例えば近隣市町で

も米沢とか、場合によってはほかの市町でも防

災ラジオを調達されるというような状況もない

ことはないので、あわせての発注とか情報収集

に努めていきたいとは思っています。なるべく

早く調達したいとは思っています。 

 あと、その間、土砂災害特別警戒区域の皆さ

んにつきましては、安全面に配慮いたしまして、

これから雨が降るとか、そういった季節の前に

は、きめ細かな情報の伝達体制の整備を図って、

ラジオが整備されるまで何とか対応していきた
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いと思っているところでございます。 

○蒲生光男委員長 ほかにございませんか。 

 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 123ページ、教育費、

保健体育費のスポーツ施設に関してであります

が、道照寺平スキー場の業務委託費、あと、こ

れは008生涯学習プラザ運動公園の施設管理事

業について、分けてしたほうがいいのかな。 

○蒲生光男委員長 分けてお願いします。 

○１１番 小関秀一委員 はい。じゃあ、まず最

初に、道照寺平スキー場、昨年、開設前に作業

員の事故等あって、いろいろ課題があったわけ

です。なかなか今までの委託のあり方について

検討をされたというふうに思われるわけですが、

委託料の中に経過があって、いわゆる労災の加

入とか、いろいろな措置を考慮して、28年度委

託業務をしてほしいという旨の私たちとの協議

があったわけでありますので、この委託料につ

いて、その辺を十分に考慮した金額の内訳にな

っているのかどうか確認をさせていただきたい。 

○蒲生光男委員長 佐野安広生涯スポーツ課長。 

○佐野安広生涯スポーツ課長 お答えいたします。 

 この前お話のあった経費につきましては、積

算をいたしまして、この金額に含まれてござい

ます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 あともう１点でありま

すが、008生涯学習プラザのほうであります。

2,764万5,000円の全体の管理費の中で、緑地維

持管理業務委託料が1,235万5,000円、あと工事

はまだ引き続きあるということなんだけれども、

備品購入費で714万4,000円、一つは、いわゆる

天然芝の促制、あと管理で、恐らく1,235万

5,000円計上になっているんじゃないかなとい

うふうに思われますが、それと備品購入の内訳

についてお聞きをしたいと思います。 

 特に沃地、いわゆる芝の養生については、初

年度、あと２年目、非常に苦労されて、ようや

くグラウンドの中については、ことしは商工会

議所青年部のサッカー大会などもあるので心配

もしておるし、幸い雪も少なかったので、芽の

出も良くなってたんだなと。私もたまに近いの

で見せていただいているわけですが、この金額

については、その西側の多目的広場の天然芝の

ほうも含めての管理費だというふうに思われる

のだけれども、その２つ、備品購入の中身につ

いても説明をいただきたいと思います。 

○蒲生光男委員長 佐野安広生涯スポーツ課長。 

○佐野安広生涯スポーツ課長 お答えいたします。 

 備品購入費につきましては、来年度サッカー

大会を開催いたしますので、サッカーゴール

等々の備品でございます。 

 それと、工事につきましては、陸上競技場と

芝生広場の南側、駐車場ございますけれども、

そこにいわゆる防球のネットがございませんの

で、蹴り出すと直接道路まで行ってしまう可能

性がございますので、そちらの工事を予定して

おります。 

 緑地管理につきましては、注意を払って管理

しておりますけれども、陸上競技場のほうはあ

る程度安定してきておるのかなというふうに見

ておるところです。 

 芝生広場につきましては、ご案内のとおり、

昨年の９月に洋芝を吹きつけしましたけれども、

最初は野芝を吹きつけております。強くするに

はいろいろ工夫をしなくてはいけないというふ

うなことを教えていただいておりますけれども、

その辺も含めて、両方の芝生の管理とあと植栽

の管理を含めて、この金額になってございます。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 備品については、サッ

カーゴールだけで700万円もかかるのかなとい

うふうにちょっと疑問なわけですが、もっとほ

かに、大きな大会なので、いろいろな備品、必

要なのかどうか、ちょっと補足の説明をいただ

きたいなというふうに思います。 



 

―３４６― 

 例えばサッカーゴールだと、私がスポ少の父

母の会なんかで携わった折には、そんなに何百

万もかかるなんていうことは決してなかったの

で、その辺も含めて補足をいただきたいという

こと。 

 あと、芝の管理については、心配したよりは

グラウンドの中については、少し、今課長から

あった説明のとおり、いいぐ育ってたなという

ふうに、ちょっと本当はほっとしてます。ただ、

今、課長からもあった多目的広場のほうが心配

だということも、これも事実でありますので、

実はグラウンド、いわゆるプラザ公園のグラウ

ンドのスタートするときの説明が、天然芝か人

工芝かなんていう議論をした折も、天然芝の維

持管理については250万ぐらいしかかかんねえ

というところからスタートしました。それぞれ

予算がふえていったという経過があるわけです

が、せっかくつくったグラウンドをよく管理す

るには1,200万円ぐらいことしはかかるんだと

いうことだと思います。 

 今後とも順調に育ったときは、もっと減るの

か、管理費が。ずっとこの公園を使う限り、こ

のぐらいは必要なのかどうか、その備品の補足

も含めてお願いします。 

○蒲生光男委員長 佐野安広生涯スポーツ課長。 

○佐野安広生涯スポーツ課長 お答えいたします。 

 備品につきましては、サッカーゴール一般用

を、陸上競技場と芝生広場のほうにそれぞれ１

組ずつ、２組購入予定です。そのほか、スコア

ボード、いわゆるサッカー大会を行う際に必要

な備品等々でございますけれども、大きなもの

ですと、デジタルスコアボード２コート分、あ

とは陸上競技場のほうで、いわゆるコーナーキ

ック等をする場合、芝生の部分だけでは足りま

せんので、外側に人工芝が必要になるというよ

うなことのようでした。その辺の部分も必要だ

ということで、それを含めての金額になってご

ざいます。 

 あと、芝生の管理でございますけれども、先

ほど言いましたように、陸上競技場のほうは、

区分けでいいますと日本芝、芝生広場のほうは

西洋芝というふうな、大きく分けますと違いが

ありまして、この辺の夏場の蒸し暑い状況には

洋芝は余り適さないというようなことで、なか

なか大変だということで、陸上競技場のほうは

張ってありますので、あの状態なのですが、芝

生広場のほうは、いわゆる溶けるというふうな

状況が出てくるということで、追加してまく必

要があると、そういう管理をしていかなくては

いけないというようなことでございますので、

いずれ張り芝に変えればもっと安定するという

ふうな指導も受けておるんですけども、洋芝の

ままであれば追加してまくと。あと、今２種類

ですけども、もう１種類別な種類を足せば、さ

らに強くなるというようなことも指導をいただ

いておりますので、その辺も含めて、ちょっと

安定するまではこのぐらいの経費、それが何年

というふうなことはちょっとあれですけども、

必要になってくるのかなというようなところが

現状の考え方でございます。 

○蒲生光男委員長 ３回です。 

 ほかございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 ほかに質疑もないので、質疑

を終結いたします。 

 

 

 議案第２号 平成２８年度長井市国 

 民健康保険特別会計予算についての 

 質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、議案第２号 平成28年

度長井市国民健康保険特別会計予算の１件につ

いて質疑を行います。 

 歳入歳出の全部についてであります。ご質疑
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ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 

 

 議案第３号 平成２８年度長井市公 

 共下水道事業特別会計予算について 

 の質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、議案第３号 平成28年

度長井市公共下水道事業特別会計予算の１件に

ついて質疑を行います。 

 歳入歳出の全部についてであります。ご質疑

ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 

 

 議案第４号 平成２８年度長井市山 

 形鉄道運営助成事業特別会計予算に 

 ついての質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、議案第４号 平成28年

度長井市山形鉄道運営助成事業特別会計予算の

１件について質疑を行います。 

 歳入歳出の全部についてであります。ご質疑

ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 

 

 議案第５号 平成２８年度長井市農 

 業集落排水事業特別会計予算につい 

 ての質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、議案第５号 平成28年

度長井市農業集落排水事業特別会計予算の１件

について質疑を行います。 

 歳入歳出の全部についてであります。ご質疑

ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 

 

 議案第６号 平成２８年度長井市訪 

 問看護事業特別会計予算についての 

 質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、議案第６号 平成28年

度長井市訪問看護事業特別会計予算の１件につ

いて質疑を行います。 

 歳入歳出の全部についてであります。ご質疑

ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 

 

 議案第７号 平成２８年度長井市介 

 護保険特別会計予算についての質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、議案第７号 平成28年

度長井市介護保険特別会計予算の１件について

質疑を行います。 

 歳入歳出の全部についてであります。ご質疑

ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 
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○蒲生光男委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 

 

 議案第８号 平成２８年度長井市浄 

 化槽事業特別会計予算についての質 

 疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、議案第８号 平成28年

度長井市浄化槽事業特別会計予算の１件につい

て質疑を行います。 

 歳入歳出の全部についてであります。ご質疑

ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 

 

 議案第９号 平成２８年度長井市後 

 期高齢者医療特別会計予算について 

 の質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、議案第９号 平成28年

度長井市後期高齢者医療特別会計予算の１件に

ついて質疑を行います。 

 歳入歳出の全部についてであります。ご質疑

ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 

 

 議案第１０号 平成２８年度長井市 

 宅地開発事業特別会計予算について 

 の質疑 

 

 

○蒲生光男委員長  次に、議案第10号 平成28

年度長井市宅地開発事業特別会計予算の１件に

ついて質疑を行います。 

 歳入歳出の全部についてであります。ご質疑

ございませんか。 

 14番、安部 隆委員。 

○１４番 安部 隆委員 お伺いしますけれども、

歳出での手数料39万6,000円というふうになっ

ていますけども、これは歳入の宅地売払収入に

対するこの６％の手数料というようなものは含

まれているのか、これは単なるただの手数料な

のか、その辺はいかがでしょうか。 

○蒲生光男委員長 青木邦博建設課長。 

○青木邦博建設課長 お答えいたします。 

 代理業務に対する手数料が38万6,000円、あ

と所有権移転登記料１万円でございます。以上

で39万6,000円でございます。以上です。 

○蒲生光男委員長 14番、安部 隆委員。 

○１４番 安部 隆委員 ６％の手数料が込みだ

というようなことで、再度確認しますが、それ

も入っているというのでよろしいんですか。 

○蒲生光男委員長 青木邦博建設課長。 

○青木邦博建設課長 ６％の手数料入っておりま

す。以上です。 

○蒲生光男委員長 14番、安部 隆委員。 

○１４番 安部 隆委員 この問題については、

裁判と住民訴訟というような問題の中で、６％

の手数料を前もって予算化するというようなこ

とについては、私は理解はできないというふう

に思っているところでございます。そういった

ことも含めまして、今は確認という意味でお聞

きをしたところでございますので、ある程度は

納得しなきゃならないと思いますが、若干矛盾

を感じるというようなこと申し上げたいという

ふうに思います。 

○蒲生光男委員長 答弁はいいですか。 

○１４番 安部 隆委員 要りません。 
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○蒲生光男委員長 ほかにございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 ほかに質疑もないので、質疑

を終結いたします。 

 

 

 議案第１１号 平成２８年度長井市 

 水道事業会計予算についての質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 次に、議案第11号 平成28年

度長井市水道事業会計予算の１件について質疑

を行います。 

 歳入歳出の全部についてであります。ご質疑

ございませんか。 

 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 最近、長井の水が非常

においしいというか、軟水で健康さもいいから

ということでアピールしようというふうな機運

があるわけですが、それを具体化する上で、例

えばまなび館へ私行っても、ボトルドウオータ

ーが置かれていない。売るか、宣伝でお上げす

るか別にしても、やっぱり長井の水の啓蒙の発

祥でありますので、収益事業でボトルドウオー

ターを販売収益20万で、制作費が64万円という、

恐らくこのくらい手間暇かけても、長井の水を

売っていこうという今までの水道事業の大きな、

何ていうんだ、ＰＲ事業にしてきたんべなとい

うふうに思うんだけんども、これは水道部門ば

りでなくて、まちづくりさも大きく貢献すると

いう意味で、まだまだ拡大、展開を大きくする

べきだなと私は思うのです。 

 例えば何本、64万円かけて何本つくって、何

本ぐらいは販売、ここさは20万円の予定なんだ

けんども、どのぐらい売れているのか、そこの

赤字分は水道事業の中で、いわゆるペイしたと

いうことになんなんべけんども、私は残念だな

というふうに思うのだけんども、何本ぐらいつ

くって、何本ぐらい売れているのか、ちょっと

聞かせていただきたい。 

○蒲生光男委員長 種村正一上下水道課長。 

○種村正一上下水道課長 27年度の実績で申し上

げます。製造につきましては、5,000本ずつ製

造をお願いして、２回製造しておりますので、

１万本製造をいたしました。実際、消費になっ

たのが、6,046本が消費になりまして、うち、

販売させていただいたのが4,572本でございま

す。無料配布させていただいたのが1,474本と

いうことで、市内のスポーツイベントと、ある

いは、ことしシティープロモーション事業の関

係もございまして、定住関係のＰＲというよう

なことも含めておりまして、東京のほうで開催

されております移住・交流情報ガーデン、ある

いは山形県人会連合会総会などでも総合政策課

のほうを通じてＰＲのために活用していただい

ております。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 販売が１万部というか、

実際は販売が4,570本ということで、各課ごと

とかイベントごとに使った部分については、そ

っちの予算から収益として4,570本は売れたと

いうことで収益が上がったということだという

ふうに思う、そういう説明だというふうに私は

聞いたのだけども、ということは、各課で例え

ば長井の水をもっとＰＲしましょうということ

で今後動くとすれば、各課のいろんなイベント

で水道課から買うと、買いましょうというふう

なことでの考え方でいいのかどうか、ちょっと

そこをもう一回説明、補足していただくとあり

がたい。 

○蒲生光男委員長 種村正一上下水道課長。 

○種村正一上下水道課長 当然、水道事業につき

ましては、水道料金をいただいて、独立採算制

で運営しておりますので、基本的に安全で安心

な水道を提供するということが事業の主目的で

ございますので、ボトルドウオーターにつきま
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しては、各市のＰＲで利用していただく分につ

いては、基本的には各課で予算化していただき

たいというふうに考えております。ですが、実

態として、いろいろな想定してないような会議

等とかイベント等でも活用していただいており

ますので、そういう部分については水道事業で

も協力をしていきたいというふうに考えており

ます。 

 あと、先ほどの販売の部分ですが、一番販売

していただいているのが、置賜地域地場産業振

興センターで、ネット販売でも相当売れてきて

いるというような状況でございます。あと、市

内の各公民館等の自販機、あと市役所の売店等

でもボトルドウオーター販売しておりますので、

ぜひご利用いただければと思います。 

○蒲生光男委員長 11番、小関秀一委員。 

○１１番 小関秀一委員 わかりました。本当に

長井のＰＲにはいい材料だなというふうなこと

で今後期待するわけなので、ぜひ各課のイベン

トなり、大きな大会とか、あと、さっき申し上

げました水の源の野川のまなび館などにも、こ

れ有料なのか無料なのかは別にして、すり合わ

せをしていただきながら、あと、新しい観光の

窓口等の配置などについても十分考慮していた

だければなというふうなことで、もう１回各課

とのすり合わせについてよろしくお願いをした

いと思います。 

○蒲生光男委員長 種村正一上下水道課長。 

○種村正一上下水道課長 今の総合政策課のほう

が中心になって、ながいシティープロモーショ

ン推進事業というようなことで、特に水を戦略

として長井をＰＲしていこうというようなこと

で取り組んでおりますので、その事業と一体と

なって、水道のほうも協力しながら推進してい

きたいと思っております。 

○蒲生光男委員長 ほかにございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 ほかに質疑もないので、質疑

を終結いたします。 

 以上で各会計予算案に対する質疑は全部終了

いたしました。 

 

 

 平成２８年度長井市各会計予算案の 

 表決 

 

 

○蒲生光男委員長 これから各会計予算案に対す

る討論、表決でありますが、ご意見のある方は

本会議にてご発言いただくこととし、この際、

討論を省略し、直ちに採決を行います。 

 まず、議案第１号 平成28年度長井市一般会

計予算の１件について採決いたします。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立多数） 

○蒲生光男委員長  起立多数であります。 

 よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、議案第２号 平成28年度長井市国民健

康保険特別会計予算の１件について採決いたし

ます。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立多数） 

○蒲生光男委員長 起立多数であります。 

 よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、議案第３号 平成28年度長井市公共下

水道事業特別会計予算の１件について採決いた

します。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○蒲生光男委員長 起立全員であります。 

 よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、議案第４号 平成28年度長井市山形鉄

道運営助成事業特別会計予算の１件について採
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決いたします。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○蒲生光男委員長 起立全員であります。 

 よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、議案第５号 平成28年度長井市農業集

落排水事業特別会計予算の１件について採決い

たします。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○蒲生光男委員長 起立全員であります。 

 よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、議案第６号 平成28年度長井市訪問看

護事業特別会計予算の１件について採決いたし

ます。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○蒲生光男委員長 起立全員であります。 

 よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、議案第７号 平成28年度長井市介護保

険特別会計予算の１件について採決いたします。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○蒲生光男委員長 起立全員であります。 

 よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、議案第８号 平成28年度長井市浄化槽

事業特別会計予算の１件について採決いたしま

す。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○蒲生光男委員長 起立全員であります。 

 よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、議案第９号 平成28年度長井市後期高

齢者医療特別会計予算の１件について採決いた

します。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○蒲生光男委員長 起立全員であります。 

 よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、議案第10号 平成28年度長井市宅地開

発事業特別会計予算の１件について採決いたし

ます。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立多数） 

○蒲生光男委員長 起立多数であります。 

 よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 次に、議案第11号 平成28年度長井市水道事

業会計予算の１件について採決いたします。 

 本案に賛成の委員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○蒲生光男委員長 起立全員であります。 

 よって、本案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 

 以上で本予算特別委員会に付託になりました

案件の審査は全部終了いたしました。 

 最後にお諮りをいたします。本委員会におい

て議決されました議案の中で条項、字句、数字、

その他整理を要するものについては、会議規則

第102条の規定により、その整理を委員長に一

任願いたいと思いますが、これにご異議ござい

ませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○蒲生光男委員長 ご異議なしと認めます。 

 よって、整理を要するものについては、その

整理を委員長に一任することに決定いたしまし

た。 

 なお、来る24日の本会議における本委員会審

査報告の文案につきましても、私に一任くださ

るようお願いいたします。よろしいですか。 
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  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

 

   閉     会 

 

 

○蒲生光男委員長 予算特別委員会はこれをもっ

て閉会いたします。ご協力ありがとうございま

した。 

 

 

    午後 ２時４２分 閉会 
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